
はーとん⾒守りシール交付事業はーとん⾒守りシール交付事業 認知症地域推進員へ認知症地域推進員へ
ご相談ください︕ご相談ください︕　自宅などに帰れなくなった

高齢者等が保護された際、介
護者等に連絡を届きやすくす
るため、左記の高齢者の服や
持ち物に貼る二次元コード付
きのシールを配布しています。
　１人で歩いている高齢者を
発見した際は、声をかけてい

ただき、もし、自宅の住所や自分の名前が伝えられな
い状況だった場合は、衣服などに上記のような二次元
コードがついていないかご確認ください。
　高齢者等を発見した方が、スマート
フォン等で二次元コードを読み取ると、
伝言板サイトが表示され、介護者（保護
者）あてにメールが自動送信されます。こ
れにより、高齢者本人が住所や名前を伝
えられなくても、介護者等に連絡が届き、
安全に帰宅することができます。　

　家族や友人、地域の人について、「もしかしたら認知
症では」と思われる症状（大事なものを失くしてしま
う、予定していたことが分からなくなる等）に気付いた
り、認知症に関することで悩みや不安があるときは、１
人で悩まず、まずは、町地域包括支援センターの認知症
地域支援推進員等にご相談ください。
　認知症は、必ずしも皆さんが同じように進行するわ
けではなく、同じような症状が出るわけでもありませ
ん。
　内容により、関係機関等と連携しながら一緒に考え
ていきます。
■相談先
町地域包括支援センター
☎296-7700
FAX　298-0077

▲ 上の⼆次元コード
は⾒本です。この⼆
次元コードからは
事業の紹介動画を
⾒ることができます。

▲ 詳 細 は 町
ホームペー
ジ を ご 覧
ください。
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 　　忘れても あなたは あなたのままでいい 　　忘れても あなたは あなたのままでいい　　

　　認知症高齢者等にも認知症高齢者等にも
     やさしいまち     やさしいまちをを目指して目指して　　　　　　　
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は
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も
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病
気
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５
人
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人
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認
知
症

　

日
本
で
は
、平
均
寿
命
の
延
び
に

と
も
な
っ
て
、認
知
症
に
か
か
る
人

も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

日
本
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
認
知

症
の
人
の
数
は
、２
０
２
５
年
に
は

７
０
０
万
人（
高
齢
者
の
約
５
人
に

１
人
）と
見
込
ま
れ
て
い
て
、鳩
山
町

で
は
、１
０
０
０
人
を
超
え
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。（
第
８
期
鳩
山

町
高
齢
者
福
祉
総
合
計
画
よ
り
）
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認
知
症
ケ
ア
は
、個
人
で
が
ん
ば

る
時
代
で
は
な
く
、地
域
で
支
え
る

時
代
で
す
。

　

国
の
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
の
基

本
的
な
考
え
方
は
、認
知
症
の
発
症

を
遅
ら
せ
、認
知
症
に
な
っ
て
も
希

望
を
も
っ
て
日
常
生
活
を
過
ご
せ
る

社
会
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
、「
共
生
」と「
予
防
」

を
車
の
両
輪
に
な
ぞ
ら
え
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
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防
と
は
？

認
知
症
の
予
防
と
は
？

　

認
知
症
施
策
推
進
大
綱
の
中
で
期

待
さ
れ
る
認
知
症
予
防
と
は
、「
認

知
症
に
な
ら
な
い
」で
は
な
く「
認
知

症
に
な
る
の
を
遅
ら
せ
る
」「
認
知

症
に
な
っ
て
も
進
行
を
緩
や
か
に
す

る
」こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
は
認
知
症
に
な
ら
な
い
」

「
ま
だ
若
い
の
で
認
知
症
な
ん
て
関

係
な
い
」と
考
え
る
方
や
、認
知
症
は

高
齢
者
特
有
の
病
気
で
あ
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方
が
ほ
と
ん
ど
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、

認
知
症
は
若
い
世
代
で
も
発
症
す
る

可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。　

　

一
般
的
に
、脳
の
老
化
は
40
代
後

半
か
ら
始
ま
り
、ま
た
、持
病
や
生
活

習
慣
に
よ
っ
て
も
発
症
リ
ス
ク
が
高

ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
を
予
防
し
、遅
ら
せ
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
運
動
」「
栄
養
」

「
社
会
参
加
」で
す
。発
症
リ
ス
ク
を

抑
え
る
た
め
に
、毎
日
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
、町
が
実
施
す
る
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、認
知
症
は
早
期
に
発
見
し

適
切
に
ケ
ア
す
る
こ
と
に
よ
り
、そ

の
人
ら
し
い
生
活
を
長
く
続
け
ら
れ

る
こ
と
が
で
き
る
病
気
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
人
・
家
族
、そ
し
て
地
域
の
人

も
、認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、認
知
症
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

共
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で

も
暮
ら
し
て
い
け
る「
共
生
」の
ま
ち

を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
の
人
の
生
活
を

認
知
症
の
人
の
生
活
を

守
る
た
め
に

守
る
た
め
に

　

認
知
症
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
低

下
す
る
と
、日
常
に
お
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
困
り
事
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。認
知
症
当
事
者

等
の
権
利
を
守
る
た
め
、金
銭
管
理

や
契
約
行
為
の
お
手
伝
い
な
ど
、判

断
能
力
が
不
十
分
な
人
に
法
律
面
や

生
活
面
で
支
援
す
る
制
度
に「
成
年

後
見
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
、制
度

の
利
用
を
考
え
て
い
る
方
や
、関
心

の
あ
る
方
は
町
が
開
催
す
る
後
見
制

度
の
講
演
会
な
ど
に
足
を
運
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

■
問
合
せ 

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
９
６
‐
７
７
０
０

認知症に関する講演会を開催します認知症に関する講演会を開催します
町では、令和５年１月～３月の期間中、下記の日程で講演会を開催します。奮ってご参加ください。
※申込み開始はいずれも 12月 13日（火）から　

【１⽉開催】
「令和 4 年度 認知症フォローアップ事業
 脳はウォーキングで若返る︖ 〜認知症予防の

メカニズムとは〜」
講師 日本医療科学大学
准教授　鈴木　研太　氏
（脳科学者）
⽇時　令和 5年１月 21 日

（土）午前 10時～ 11時 30分、午後 1時 30分～
3時（講演は、午前・午後とも同じ内容です。）
会場　町地域包括ケアセンター地域の交流スペース　
定員　各回70人※定員になり次第終了
申込期限　令和5年 1月 13日（金）
申込・問合せ　町地域包括支援センター
☎296-7700　FAX 298-0077
町保健センター　
☎ 296-2530　FAX 296-2832

【2 ⽉開催】
「（仮）もっと知りたい認知症のこと〜どう気づく︖
どう⽀える︖〜」
講師 埼玉森林病院　小松真二医師（精神科）
⽇時 令和 5年 2月 13日（月）午前 10時～ 11時
30分 定員 50人※定員になり次第終了
会場 町地域包括ケアセンター地域の交流スペース
申込期限 令和5年 1月 31日（火）
申込・問合せ 町地域包括支援センター☎296-7700

【3 ⽉開催】
「（仮）やさしい成年後⾒教室」
講師 公益社団法人成年後見センター・リーガルサ
ポート埼玉支部　
⽇時 令和 5年 3月 5日（日）午後 1時 30分～ 3時 
定員　30人※定員になり次第終了
会場　町地域包括ケアセンター地域の交流スペース
申込期限 令和5年 2月 28日（火）
申込・問合せ　町地域包括支援センター☎296-7700

鳩⼭町の認知症に関する取り組みを鳩⼭町の認知症に関する取り組みを
ご紹介しますご紹介します
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